
NIST（米国国立標準技術研究所）と 
IEC（国際電気標準会議）の具体的な取り組みが見える！

NIST（米国国立標準技術研究所）が策定した「スマートグリッド標準仕様 第
1版」以降、具体化してきたNISTや IEC（国際電気標準会議）の標準化の取
り組みや、IETF、IEEEなどの標準仕様など、最新動向を網羅。世界的なス
マートグリッドの動向が見える。

図例：米国のスマートグリッドにおける2007年から2010年のベンチャー投資状況
〔出所：2010 U.S. Smart Grid Vendor Ecosystem〕

急進する中国・韓国の政策/ビジネス動向と 
セキュリティ対策について初めて解説！

日米欧に加え、急速に進む中国と韓国を中心としたアジア諸国でのスマートグ
リッド政策とビジネス動向についても触れている。さらに、ネットワーク経由
で収集される電力情報に関するサイバーセキュリティ対策についても、最新
情報を解説している。

図例：中国に進出している日本企業にとって整備が望まれるインフラ
〔出所：『通商白書2010』（2010年7月）〕

●NISTにおけるPAP（優先行動計画）01から17までを詳説
●スマートグリッド向けIETF系/IEEE系ネットワークの最新標準化動向を解説
●IECにおけるスマートグリッド標準化の取り組みを網羅
●具体化したNISTのスマートグリッド政策が見える
●日米欧、中韓のスマートグリッド政策を解説
●スマートグリッドにおけるサイバーセキュリティとその施策を理解できる
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次のような方にお勧めします
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